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  平成 29 年６月定例会

②
企
業
誘
致
施
策
に
つ
い
て　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
奈
川
県
厚
木
市
）

　　
「
企
業
立
地
元
気
ア
ッ
プ
サ
ポ
ー
ト
事

業
の
概
要
に
つ
い
て
」
や
「
各
種
奨
励

金
の
概
要
・
実
績
・
課
題
」
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
税
制
面
・
融
資
面
の
優

遇
制
度
の
拡
充
や
、
助
成
制
度
の
創
設

な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
、
多
く
の
企
業

誘
致
実
績
が
あ
り
、
特
色
あ
る
施
策
を

実
施
し
て
い
る
厚
木
市
に
お
い
て
協
議
・

研
修
し
ま
し
た
。

　　視察報告

    
先
進
地
に
学
ぶ

先
進
地
に
学
ぶ

　

   　
　
　
　
　

    ~~~  

研
修
視
察
の
報
告  ~~~

　

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

◆
視
察
日
…
29
年
5
月
15
日

◆
議
員
…
市
村
文
男
・
谷
仲
和
雄

　
　
　
　

幡
谷
好
文
・
大
和
田
智
弘

　
　
　
　

大
槻
良
明
・
小
川
賢
治

　
　
　
　

藤
井
敏
生
・
岩
本
好
夫

　
　
　
　

木
村
喜
一
・
鈴
木
俊
一

◆
視
察
先
・
内
容

「
議
会
改
革
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
守
谷
市
議
会
）

　

本
市
議
会
に
お
け
る
議
会
改
革
を
更
に

推
し
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
茨
城
県
内

に
お
け
る
議
会
改
革
の
先
進
議
会
で
あ
る

守
谷
市
議
会
の
取
り
組
み
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

視
察
で
は
、
①
議
会
基
本
条
例
制
定
後

に
お
け
る
議
会
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
②
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
の
経
緯
と

効
果
に
つ
い
て
、
③
議
会
中
継
の
配
信
方

法
、
費
用
等
、
ハ
ー
ド
面
整
備
と
市
民
か

ら
の
評
価
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
と
と

も
に
、
議
会
改
革
へ
の
取
り
組
み
全
般
に

わ
た
り
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

守
谷
市
議
会
で
の
議
会
改
革
に
お
け

る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
改
革
し
続
け
る
議

会
」、
守
谷
市
議
会
で
も
議
会
基
本
条
例

に
基
づ
き
必
要
と
さ
れ
る
要
綱
等
の
整

備
を
随
時
行
い
運
用
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

本
市
議
会
に
お
い
て
も
、
議
会
基
本

条
例
に
基
づ
く
要
綱
等
が
整
っ
た
ば
か

り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
的
確

な
運
用
が
先
決
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認

す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◆
視
察
日
…
29
年
5
月
17
日
〜
18
日

◆
議
員
…
市
村
文
男
・
戸
田
見
成　
　
　

　
　
　
　

石
井　

旭
・
藤
井
敏
生

　
　
　
　

福
島
ヤ
ヨ
ヒ

◆
視
察
先
・
内
容

①
道
の
駅
「
い
ち
ご
の
里
よ
し
み
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
埼
玉
県
吉
見
町
）

　
「
施
設
整
備
に
至
る
経
緯
と
整
備
後
の

利
用
実
績
」、「
指
定
管
理
者
で
の
運
営

に
お
け
る
効
果
や
課
題
」
や
「
賑
わ
い

創
出
の
た
め
の
事
業
等
に
つ
い
て
」
そ

の
取
組
み
や
運
営
手
法
に
つ
い
て
研
修
し

ま
し
た
。

▲守谷市議会の皆さんと意見交換

▲運営方法の効果や課題について聞きいる委員　
　　　　　　　　（道の駅「いちごの里よしみ」）

▲企業誘致の実績や課題について協議（厚木市役所）
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クイズ・声

皆さんから寄せられた声です　～クイズ応募者、傍聴者の方から寄せられた声を掲載しています～

►「小美玉市医療センター」のあり方について今後、市医療センターが果たすべき役割や機能の向上に期
待します。（幡谷・女性）　　　　　　　　　　　　　　　　

►小美玉市は未就学児が利用できる支援センターとしての教室がたくさんあったり、低額で一時預りで
きるところもあったりと、子育てに協力的な市だと感心しています。欲を言えば、満３歳児の年から
入園できる公立の幼稚園が増えると助かります。（野田・女性）

►市内循環バス、ＪＲの時刻表にもう少し合わせてくれたら、学生の利用が増えるかなと思う。
   （堅倉・女性）
►いつも議会だよりを読ませていただいています。市では、いまどのような取り組みをしているのか、
そして今後検討していただけるのか。「住みやすい小美玉市」に !!（竹原・女性）

► 10 年ぶりに帰ってきました。羽鳥駅がとても大きくなるのに驚きです。（野田・女性）
►１年に数回電車に乗るので、羽鳥駅の橋上が出来るのが楽しみです。（羽鳥・女性）

ご意見・ご感想をお待ちしていますご意見・ご感想をお待ちしています

　 　 第４４回プレゼントクイズ第４４回プレゼントクイズ　　＊答えは議会だより 第 46 号の中にあります。

　問題は 3つです。答えを書いて、下記の応募方法によりお送りください。正解した方の中から抽選で
10名の方に、「キャトル・セゾン」（四季の里 内）のお食事券 1,000 円分をプレゼントします。たくさ
んのご応募をお待ちしています。

　　問 ①  ８月３～５日に開催されるは第○回議会報告会？
　　問 ②  救急車の車両更新基準は走行距離 15 万ｋｍ以上または経過年数○○年 ？
　　問 ③  6 月定例会で一般質問を行った議員は○○名？

　◇応募方法
　　　はがき・ＦＡＸ・Ｅメールにて、住所・氏名・クイズの答えを明記してご応募ください。
　　　また、議会や本紙に対するご意見やご感想を併せてお寄せください。
　◇応募〆切
　　　平成２9年８月 24日（木）まで　＊当日消印有効
　◇応  募  先
　　　〒 319-0192　小美玉市堅倉８３５　“小美玉市役所　議会事務局 ”宛
　　　　　ＦＡＸ：0299-48-1199　Ｅメール：gikai@city.omitama.lg.jp
　　　　　☆応募に関する個人情報は、プレゼントの送付以外には利用いたしません｡

　   第 43 回クイズの当選者　   第 43 回クイズの当選者
　　27通のご応募をいただきました。
   当選者は以下の方々です。
　富田　良行さん　 平泉　美代子さん
　佐藤　耕子さん　 森政　光生さん　　　　　
　高須　孝子さん　 丹羽　正治さん
　郡司　和子さん　 中山　君子さん
　坂井　孝寛さん　 中島　恵美さん 　             　 

第 43回クイズの正解
  問① ３月定例会で一般質問を行った議員は○○名？
　　　　　　　　　　　　　　　[ 答 → 11名 ]
  問②  29年度の一般会計の当初予算額は○○○億8,700万円？
　　　　　　　　　　　　　　   　[ 答 → 235億 ]
  問③ 小美玉市が加入している一部事務組合の数は○組合？ 
　　　　　　　　　　　  　　[ 答 → 6組合 ]


